
第６回 上田市上下水道審議会 次第 

 

日 時  令和元年６月２６日（水）午後２時開会 

場 所  浄水管理センター 水質管理棟２階会議室 

 

１ 開会   

 

２ 会長あいさつ   

 

３ 人事通知書交付と審議会委員自己紹介  

 

４ 上下水道局出席者自己紹介   

 

５ 上下水道局長あいさつ   

 

 

６ 議事 

（１） 上下水道審議会について（資料 １）  

 

（２） 上下水道局重点目標について（平成３０年度期末及び令和元年度当初）（資料 ２） 

 

（３） 令和元年度予算の概要について（資料 ３）  

  ア 水道事業会計   

  イ 公共下水道事業会計   

  ウ 農業集落排水事業会計   

 

（４） 上田市上下水道局広報誌について（資料 ４） 

 

（５） 消費税改定に伴う上下水道料金改定について  

 

 

７ その他  

・次回開催日程等   

 

８ 閉会                            

 

 

（閉会後 染屋浄水場視察） 



 

 

 

 

上田市上下水道審議会条例 

 

平成 18 年 7 月 1 日 

条例第 304 号 

 

(設置) 

第 1 条 上田市水道事業及び下水道事業の管理運営に関し、必要な事項を調査審議する

ため、上田市上下水道審議会(以下「審議会」という。)を置く。 

(任務) 

第 2 条 審議会は、上田市水道事業及び下水道事業の管理運営に関する事項について、

水道事業及び下水道事業の管理者の権限を行う市長(以下「管理者」という。)の諮問に

応じて調査審議をするものとする。 

(組織) 

第 3 条 審議会は、委員 20 人以内をもって組織する。 

2 委員は、学識経験のある者及び関係者のうちから、管理者が委嘱する。 

(委員の任期) 

第 4 条 委員の任期は、2 年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

2 委員は、再任されることができる。 

3 委員の任期が満了したときは、当該委員は、後任者が委嘱されるまで引き続きその

職務を行うものとする。 

(会長及び副会長) 

第 5 条 審議会に会長及び副会長を置き、委員が互選する。 

2 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

(会議) 

第 6 条 会議は、会長が招集し、会長が議長となる。 

2 審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

3 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところ

による。 

令和元年６月２６日 

上下水道審議会 

資 料 １ 



(専門委員) 

第 7 条 審議会に、特別な事項を調査審議するため、管理者が必要と認めるときは専門

委員を置くことができる。 

2 専門委員は、学識経験のある者のうちから管理者が委嘱する。 

3 専門委員は、当該事項に関する調査審議が終了したときは、解任されるものとする。 

(補則) 

第 8 条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、管理者が

別に定める。 

附 則 

この条例は、平成 18 年 7 月 1 日から施行する。 

附 則(平成 22 年 4 月 28 日条例第 18 号)抄 

(施行期日) 

1 この条例は、公布の日から施行する。 

 



　重点目標一覧表 担当部局名 上下水道局

【平成30年度重点目標】 【令和元年度重点目標】

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①3月までに策定

②事務系講習会　　　　延べ 5人

　上下水道技術関係　　延べ25人

　作業資格取得講習会　延べ10人

③広報誌2回発行、染屋浄水場見学会、

　環境フェアへの出展、施設見学

　バスハイク、局内広報委員会4回開催

④収納率　水道　　99.39％以上

　　　　　下水道　99.29％以上

⑤新規接続　750戸

⑥水道事業運営研究会への参加

  全体会1回、広域防災体制分科会1回、

  水質検査分科会2回、料金徴収分科会2回、

  施設・給水エリア分科会1回

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ検査12箇所27検体検査

　指標菌検査　　　 20箇所92検体検査

②誘導結合ﾌﾟﾗｽﾞﾏ分析装置 1箇所

　濁度計､ＰＨ計､残留塩素計　7箇所

②延長3.0ｋｍ（整備率100%）

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①延長6.0ｋｍ

②

(1)上田3箇所､丸子1箇所

(2)基本設計業務着手

③86.0％

④丸子1箇所､真田2箇所

⑤上田3箇所､丸子1箇所､真田4箇所

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①改築工事実施設計の実施

②

（1）設備更新設計・耐震化設計の実施

（2）設備更新設計・耐震化工事の実施

（3）設備更新設計・耐震化工事の実施

（4）更新工事の実施

③藤原田地区工事の着手

　和子・荻窪地区実施設計の実施

④本原南処理場の機能強化工事の実施

　上洗馬処理場の事業実施申請の実施

⑤上田地域：7箇所解消

重点目標 重点目標
期限・数値目標等

①応急給水訓練　　　　　　　2回

　他水道事業体との合同訓練　1回

　緊急連絡管操作訓練　　　　1回

　灯油等流入事故対応訓練　　1回

②大規模災害時の各対策班の具体的

　業務項目について見直し。

③応急給水タンク 5基、応急給水栓 5基

きれいで安全な水を供給する上水道事業の推進

持続可能な事業運営の推進

灯油等流入事故対応訓練　　1回実施済

③上田市下水道事業継続計画（ＢＣＰ）の見直し ③見直し版策定完了 ③防災備品の拡充

【目標：応急給水訓練2回、他水道事業体との合同訓練1回、 他水道事業体との合同訓練　3回実施済

  緊急連絡管操作訓練1回、灯油等流入事故対応訓練1回】 緊急連絡管操作訓練　　　　2回実施済 ②災害時等、緊急時の体制整備

①震災対策マニュアルの初動体制（～72時間） ①防災訓練の実施

を改訂。

②防災訓練の実施 ②応急給水訓練　　　　　　3回実施済

　丸子地域：2箇所解消（概成） ⑤下水道未整備箇所の解消

５

災害に強い体制の構築
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①災害時等、緊急時の体制整備

４

下水道施設の計画的な維持・更新
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①南部終末処理場の環境対策 ①緑化整備工事（芝張工等）完了 ①し尿前処理下水道投入施設関連

災害に強い体制の構築

下水道施設の計画的な維持・更新

⑤農業集落排水施設の機能強化事業の実施 ⑤岡処理場の機能強化工事完了 ④農業集落排水施設の機能強化事業の実施

⑥下水道未整備箇所の解消　【目標：上田7箇所　丸子2箇所】 ⑥上田地域：7箇所解消

④農業集落排水の公共下水道への統合事業推進 ④下流側工事の実施設計12月完了 ③農業集落排水の公共下水道への統合事業推進

　工事は7月完了予定

　上・下ポンプ場耐震化工事は4月以降入札予定 （3）別所温泉終末処理場の設備更新・耐震化

③下水道事業ビジョン策定 ③下水道ビジョン策定完了、公表（3/18） （4）鉄蓋更新工事

　追加脱臭設備工事は7月完了予定 ②長寿命化事業・ストックマネジメント事業及び耐震化事業の実施

②長寿命化事業及び耐震化事業の実施 ②西内処理場更新工事は4月完了予定 （1）南部終末処理場の設備更新・耐震化

　 　上・下ポンプ場更新工事は請負契約完了 （2）丸子浄化センターの設備更新・耐震化

④ポンプ設備更新

⑤浄水場及び配水池等の耐震診断業務　【目標：上田6箇所　丸子1箇所】 ⑤染屋浄水場緩速ろ過池6池委託【発注済】 ⑤浄水場等設備更新

【目標：上田2箇所、丸子2箇所、真田3箇所、武石1箇所】 　真田地域3箇所、武石地域1箇所完了 (2)染屋浄水場の基本設計

④有収率の向上　【目標：86％】 ④83.5％ ③有収率の向上

①上水道基幹管路の耐震化及び経年管の更新

②ポンプ設備更新【目標：上田地域1箇所、丸子3箇所、武石1箇所】 ②上田地域1箇所、丸子地域3箇所完了 ②計画的な水道施設耐震化等の推進

③薬品注入設備ほか更新　次亜塩素注入装置、水質計器、監視装置 ③上田地域2箇所、丸子地域2箇所、 (1)浄水場、配水池の耐震診断の実施

③真田地域簡易水道統合事業の推進

上水道施設の計画的な維持・更新

３

上水道施設の計画的な維持・更新
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①上水道管路耐震化　【目標：Ｌ＝4.0ｋｍ】　

　指標菌検査　　　 20箇所92検体検査完了 　・水源の水質検査強化

②真田地域簡易水道統合事業の推進【目標：延長1.2㎞】 ②管路　L＝3.4㎞【完了】 ②水質監視体制の強化

③水道事業ビジョン策定 ③水道ビジョン策定完了、公表（3/18） 　・検査機器の更新

２

きれいで安全な水を供給する上水道事業の推進
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①水源の水質検査強化 ①ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ検査12箇所26検体検査完了 ①水源の安全性向上

　・水源の水質検査【目標：ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ12箇所26検体 指標菌20箇所92検体】

①Ｌ＝5.1km【完了】Ｌ＝2.3km【発注済】

・作業資格取得講習会　延べ14人 ⑥広域連携に向けての研究・検討

・事務系講習会　　　　延べ16人 　水道料金・下水道使用料（現年度分）

【目標：事務系講習会5人、上下水道技術関係24人、作業資格取得講習会13人】 ・上下水道技術関係　　延べ41人 ⑤水洗化の促進

④事業計画の見直し ④事業計画を見直し、実施計画、当初予算へ反映

⑤人材の育成 ⑤外部研修、資格取得研修の受講 ④収納率の向上

１

持続可能な事業運営の推進
具体的な重点取組項目（箇条書き） 達成状況・達成度 具体的な重点取組項目（箇条書き）

①収納率の向上  水道料金・下水道使用料（現年度分） ①水道99.39％、下水道99.29％、計99.34％ ①経営戦略の見直し（改訂版の策定）

【目標：水道99.33％、下水道99.19％】

【目標：全体会1回、広域防災体制分科会1回、水質検査分科会2回、 科会1回、料金徴収分科会3回、施設・給水エリ ③広報活動の充実

料金徴収分科会2回、施設・給水エリア分科会1回参加。】 ア分科会1回参加。

　 ②人材の育成

②水洗化の促進 【目標：750戸】 ②811戸接続 達成率108.1% 　・外部研修・資格取得研修の受講

③広域連携に向けての研究・検討 ③全体会2回、広域防災体制分科会1回、水質分

　・外部研修・資格取得研修の受講

令和元年６月２６日 

上下水道審議会 

資 料 ２   
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上田市上下水道局広報誌
（令和元年 7月 1日発行）

あかりちゃん

　上下水道は、安全な水の安定供給と快適な生活環境を提供する重要なライフラインです。
　水需要の減少や施設の更新需要の増大により、経営環境は厳しさを増していますが、上下水道事業の
あるべき将来像と今後 10 年間の実現施策を定めた「上田市水道ビジョン・下水道ビジョン」を策定して、
計画的に事業を進めていきます。
　上下水道の現状や課題を知っていただくため、広報誌をお届けします。

水道のしくみ

下水道のしくみ

安全・安心、
　　持続可能な水道をいつまでも

地球にやさしい水のリサイクル

出典：「政府広報オンライン」より

出典：「政府広報オンライン」より

染屋浄水場（上田市古里）

上田終末処理場
（上田市秋和）

1



上田市水道ビジョン・下水道ビジョン 　（令和元～令和10年度）を策定しました
水道事業を取り巻く課題

基本理念・基本目標

主な事業の進捗目標

　上田市水道事業を取り巻く環境は、前回ビジョンの策定時から大きく変化しており、人口減少社会の
到来による給水収益の減少、経年劣化による施設更新費用の増大、技術職員の減少による技術の継承な
ど、事業を継続していくための課題が増加しています。

　水道事業を取り巻く課題
を踏まえ、基本理念を「安全・
安心」はもとより、「強靱」「持
続」への取り組みをより明
確とした「安全と安心、持
続可能な水道をいつまでも」
とします。
　また、国の新水道ビジョ
ンが掲げる「安全」・「強靱」・
「持続」の 3つを踏まえて基
本方針を設定し、それぞれ
の項目で上田市として達成
すべき 9 つの目標を施策目
標として設定しました。

①水需要の減少による経営環境の悪化
　給水人口及び給水量の減少
　給水収益の悪化、施設効率の低下

②安全かつ安定した水源の確保
　安定的な湧水水源の確保
　系統間の相互融通機能の整備

③施設及び管路の老朽化
　浄水場施設、ポンプ場49施設、配水池101池、
管路1,019㎞と施設数が多く、老朽化が進行

④施設及び管路の耐震性の不足
　施設や管路の耐震化状況は全国平均より低い
水準

⑤技術の継承と職員の高齢化
　職員の高齢化が顕著
　限られた職員で施設更新・耐震化を進める
必要あり

区　分 事業進捗量又は目標（今後10年） 備　　考
新水源の

開発
つちや水源　2020年 運用開始
滝の入水源　2023年 運用開始 武石地域での水源調査も予定

施設の
統廃合

湧 水 水 源
配 水 池
ポ ン プ 場

：２減（ 13⇒11）
：３減（101⇒98）
：２減（ 49⇒47）

水　源…角間、旗見原
配水池…新角間、横沢、須川
ポンプ…須川、神川

更新事業 管 路 経 年 化 率 ：（32％）⇒25％ （　）内の数値は2028年（R10年）まで更新しない場合の経年化率

耐震事業

浄 水 場 耐 震 化 率
配 水 池 耐 震 化 率

：14％⇒45％
：34％⇒70％ 基幹施設、基幹管路を優先的に更新

基幹管路耐震適合率 ：40％⇒72％

応 急 給 水 貯 留 量
応 急 貯 留 日 数

：9,300㎥⇒24,420㎥
：6.0日⇒7.8日

1人1日当たり応急給水量
　災害〜３日目：3ℓ／人日、4〜7日目：20ℓ／人日
　8〜15日目：100ℓ／人日、それ以降：250ℓ／人日

維持管理 有 収 率 ：84％⇒90％ 2020年（R2年）に90％達成。それ以降は維持する。

①良質な水源の確保と維持
②水道水の安全性のさらなる向上

③災害時にも水道水の供給が可能な施
設づくり

④迅速な応急対策と復旧体制の構築

⑤企業経営意識による健全経営の維持
⑥業務体制の強化と効率化
⑦親しみがあり信頼される水道事業づ

くり
⑧環境にやさしい水道事業の構築
⑨他事業体との広域的連携

持続可能な
水道を
いつまでも

安全
と

安心

安全

強靱

持続

※各ビジョンは、上田市ホームページでご覧いただけます。2



上田市水道ビジョン・下水道ビジョン 　（令和元～令和10年度）を策定しました
下水道事業を取り巻く課題

主な事業の進捗目標

基本理念・基本目標

　上田市の下水道は建設の時代から維持・更新の時代へと移行してきています。そのなかで人口減
少や節水型機器の普及による排水収益の減少、施設の老朽化や地震対策、未利用エネルギー活用に
よる省エネルギーの推進など、様々な課題に直面しています。

　下水道事業を取り巻く課題を踏まえ、また、国
土交通省が策定した『新下水道ビジョン～「循環
のみち」の持続と進化～』に基づき、下水道行政
における現状と将来に向けた課題を客観的かつ的
確に捉え、さらに社会情勢の変化や将来を見通し
た上で、下水道の役割を達成するための長期的な
将来像と概ね 10年後までの中期的な達成目標を

定めた「上田市下水道ビジョン」を策定しました。
基本理念を「安全 ･安心で持続可能な下水道を創
り、地球にやさしい水のリサイクル」とし、これ
を実現していくため、３つの具体的な使命を位置
づけ、その使命を果たすため、5つの基本目標を
設定しました。

①膨大な既存ストックと老朽化
　処理施設 33 箇所、ポンプ場 3 箇所、
管路 1,199㎞と施設数が多く、老朽化が進行

④エネルギーの有効利用
　汚泥焼却における廃熱回収や下水熱の活用方法研究
　再生水の有効利用
　下水汚泥や農集汚泥の肥料化

②地震対策
　耐震診断　⇒施設：約 4 割が未実施
　耐震化状況⇒施設：約 6 割、管路：約 4 割

⑤下水道の見える化
　下水道のイメージアップのため、マンホールカード
の発行や大人の社会見学実施

③下水道の再編
　施設の老朽化対策を含めた処理施設の再編
　他事業との連携による事業の効率化

※処理場の稼働率
　　上田終末処理場 73％、南部終末処理場 44％
　　丸子浄化センター 68％

区　分 事業進捗量又は目標（今後10年） 備　　考

施設の統合
（農集統合事業）

　処理施設　　33箇所　　⇒　　13箇所
　　公共下水道　　　：統合無　（7⇒7）
　　農業集落排水事業：▲20　（26⇒6）　

農業集落排水施設
　上田地域（17⇒2）
　丸子地域 （3⇒0）　

武石地域（3⇒2）
真田地域（3⇒2）

耐震化事業
耐震化率（主要管路）
耐震化率（ポンプ場）
耐震化率（処理場）
耐震診断率（処理場、ポンプ場）

：42％⇒ 47％
：33％⇒100％
：62％⇒100％
：64％⇒100％

①アセットマネジメント
②危機管理の確立

⑤下水道の見える化・新たな
事業展開の模索

③健全な水循環
④水・資源・エネルギーの集約・活用

安全・安心で持続可能
地球にやさしい水のリサイクル

価値の
創造

循環型
社会

適切な
マネジメント進化

持続新たな価値の
創造に貢献

循環型社会の
構築に貢献

事業の適切な
マネジメント

上田市上下水道ビジョン 検索 3



　全国的に水道事業は、人口減少などによる水道料金収入の減少、古くなった浄水施設や水道管などの更
新費用の増加、経験のある技術職員の減少などにより、経営状況が厳しくなっています。 こうした状況
に対処し、水道の基盤強化を図るため、自治体間での広域連携や官民連携の推進を盛り込んだ水道法の改
正が、昨年 12 月に行われました。
　この法改正については、「水道の民営化法」などと報道されましたが、事業経営の効率化の 1 つの方策
として、給水責任は自治体に残した上で、厚生労働大臣の許可を受けて施設の運営を民間に委ねることを
可能とする趣旨であり、水道事業そのものを「民営化」するものではありません。

水道法が一部改正されました

◎水道事業者※はその事業の基盤の強化に努めな
ければならない。
※水道事業者とは、国や県の認可を受けて水道事業を

経営する者（ここでは、上田市）

　「安全と安心、持続可能な水道をいつまでも」
という基本理念のもと、経営の健全化と計画的
な施設の更新や災害に強い体制の構築を進めて
いきます。

★上田市上下水道局の方針

❶ 関係者の責務の明確化
◎地方公共団体が、水道事業者としての位
置付けを維持しつつ、厚生労働大臣の許
可を受けて、水道施設に関する公共施設
等運営権※を民間事業者に設定できる仕
組みを導入する。
※公共施設等運営権（コンセッション方式）

とは、施設の所有権を地方公共団体が所有
したまま、施設の運営権を民間事業者に設
定する方式。

　これまでも水道の検針や開閉栓、料金
徴収、一部の水質検査等を民間企業に委
託していますが、上田市としては、水道
事業全体の運営を民間企業に委ねる予定
はありません。

★上田市上下水道局の方針

❹ 官民連携の推進

◎資質の保持や実体との乖離を防ぐため、
指定給水装置工事事業者の指定に更新制
（５年）を導入する。

　更新制導入にあたっては、更新制度が
円滑に移行できるように周知・広報して
いきます。

★上田市上下水道局の方針

❺ 指定給水装置工事事業者
　 制度の改善

◎市町村の区域を越えた広域的な連携を推進する
ため、県は、関係市町村及び水道事業者等を構
成員とする協議会を設けることができる。

　長野県及び周辺市町村と広域連携に関する検
討を進めています。将来に向けたよりよい広域的
連携方法を模索するため、研究を進めていきます。

★上田市上下水道局の方針

❷ 広域連携の推進

◎水道事業者は、長期的な観点から水道施設の計
画的な更新に努めるとともに、水道施設の台帳
を作成し、保管しなければならない。
◎水道事業者は、施設の更新に要する費用を含む
事業の収支見通しを作成し、公表するよう努める。

　所有する配水池や水道管などの施設について、
施設台帳を作成し随時更新するとともに、アセッ
トマネジメントにより計画的に更新を実施しま
す。また、2017 年度以降 10 年間の投資・財政
計画である「上田市上下水道事業経営戦略」を
策定し、公表しています。

★上田市上下水道局の方針

❸ 適切な資産管理の推進

主な改正ポイントと上田市上下水道局の方針
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